






研究目的 

NICU における治療効果の向上と相俟って、従来に比して長期にわたって集中治療を必要と

する新生児が増えつつある。この事は NICU に於ける病床の回転率を低下させるものであり、

相対的に NICU の病床の不足を来す可能性を示すものである。 

そこで、昭和 62 年度の本研究班の共通の調査研究として各地域に於ける

chronicintensivecare 例の実態調査を行うこととなった。本研究はその一環として埼玉県

に於ける実態を調査せんとするものである。 

研究方法 

埼玉県の NICU を有する施設、すなわち埼玉県周産期医療懇話会のメンバーである 25 病院

を対象にアンケート調査を行なった。 

調査の内容は各施設における昭和 61年 1 年間の体重群別入院数、死亡退院数、及び 3ヵ月

以上連続して入院していた新生児例のリストで、このリストには入院期間は勿論のこと、

機械的人工換気の期間、静脈内持続点滴の期間、酸素投与期間、長期入院を要した主な原

因、転帰等が含まれる。 


